
新規事業採択時評価結果（平成３０年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

事業名 
地域高規格道路 西関東連絡道路 

一般国道１４０号 大滝トンネル 

事業 

区分 
 一般国道 

事業 

主体 
埼玉県 

起終点 
自：埼玉県秩父市荒川白久 

至：埼玉県秩父市大滝 
延長  ２．４ｋｍ 

事業概要  

西関東連絡道路は、関越自動車道花園ＩＣと新山梨環状道路を結び、秩父・児玉・大里地域と山梨地域との

広域交流を促進する延長約１１０ｋｍの地域高規格道路である。本箇所は、西関東連絡道路の一部を構成する

区間であり、アクセス性向上、防災機能の強化、走行性向上、走行安全性の向上に寄与し、また、災害時の代

替路線としても期待されている道路である。 

事業の目的、必要性  

秩父市大滝地区の国道１４０号は、急斜面の山裾を切り開いた道路であり、急カーブの連続に加え、岩盤崩

落、落石も発生している。また、迂回路のない唯一の幹線道路であるため、災害時の重要な避難路・輸送路に

も関わらず、交通ネットワークの代替性が確保されていない。 

 本箇所は、現道約７ｋｍを約２ｋｍとし、走行時間の短縮、走行安全性の向上、防災機能の向上に資する道

路である。 

全体事業費 ９９億円 計画交通量 5,500台/日 

事業概要図  

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

秩父市、小鹿野町など秩父地域の沿線自治体議員で構成される秩父地域基幹道路建設促進議員連盟（県、秩

父市、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町、東秩父村）から早期整備を最重点として要望されている。 

 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

 埼玉県公共事業評価監視委員会より、本箇所の新規着手は妥当と答申されている。 

 

 
事業採択の前提条件  

費用対便益：便益が費用を上回っている。 

 

 

事業評価結果 

費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ １．２ 

総費用 ８３億円 総便益 ９８億円 基準年  

事業費：      74億円 

維持管理費： 9億円 

走行時間短縮便益： 73億円 

走行費用減少便益： 22億円 

交通事故減少便益： 3億円 

平成２９年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C=0.9 （交通量  -10％） B/C=1.5 （交通量  +10％） 

事業費変動 B/C=1.1 （事業費  +10％） B/C=1.3 （事業費  -10％） 

事業期間変動 B/C=1.1 （事業期間 +20％） B/C=1.3 （事業期間 -20％） 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 - 注目すべき影響はない 

事故対策 ◎ 

線形を良好にすることにより通過交通に起因する死亡事故が減少 

[死亡事故率] 

【安全性の向上（事故の減少）】 

・現道区間 並行現道区間：1.456件／億台km（現況） 

※県内平均死亡事故率 0.478件／億台kmの約3倍 

歩行空間 ◯ 歩道整備により歩行者の安全確保 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ◯ 第二次救急医療施設「秩父病院」へのアクセス向上 

地域経済 ◯ 関越道・中央道から秩父観光施設へのアクセス向上 

災 害 ◎ 
岩盤崩落や落石が発生している現道区間をバイパスし、第一次特定緊急輸送道路の

機能強化 

環 境 - 注目すべき影響はない 

地域社会 ◯ 山梨県～埼玉県間の交流・連携の促進への寄与 

事業実施環境 ◯ 
「埼玉県５か年計画」において、埼玉の活力を高める道路ネットワーク整備の主な

取組として、当該路線の整備促進が位置付けられている。 

秩父地域基幹道路建設促進議員連盟から、早期整備を要望されている 

 

対応方針 
 事業主体である埼玉県が実施した評価結果に基づけば、費用便益比が１．２と便益が費用を上回っており、事 

業採択の前提条件が確認できる。 

 また、災害や事故等が発生した場合の輸送路の強靱化、線形が良好になることによる交通事故の減少、高次医

療施設や観光施設へのアクセス性向上が図られるなど、当該事業の整備の必要性、効果は高いものと判断される。 

 以上により、本箇所は平成３０年度新規事業箇所として妥当であると考えられる。 
 

 
 

担 当 課：道路局 国道・防災課 

担当課長名：村山 一弥     

     

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
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